
おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～

さわやかサークル（脳の健康教室）に
参加しませんか？

小川上野「若葉会」
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「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
で
す
。

人
権
機
関
有
田
川
委
員
　
久
保
好
美

6
月
20
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
清
水
会
館

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

小
学
校
・
中
学
校
の
全
て
の
児
童
・
生

徒
に
レ
タ
ー
用
紙
を
お
配
り
し
ま
す
。

学
校
に
も
備
え
付
け
て
い
る
の
で
、

困
っ
た
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
書
い

て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
何
で
も
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
　
☎
０
７
３
‐
４
２
２
‐

５
１
３
１

4
月
24
日
（
水
）、
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
で
平
成
31
年
度
（
2
0
1
9
年

度
）「
人
権
機
関
有
田
川
」
定
期
総
会
を

開
催
し
、
前
年
度
の
活
動
報
告
や
本
年
度

の
活
動
方
針
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。総

会
終
了
後
に
は
、
人
権
機
関
有
田
川

委
員
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

講
師
に
独
立
行
政
法
人 

国
立
高
等
専

門
学
校
機
構 

和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学

校 

原
め
ぐ
み
先
生
を
お
招
き
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
会
に
参
加
し

た
委
員
か
ら
、
感
想
を
い
た
だ
い
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
国
際
人
権
の
視
点
か
ら
見
た
日
本
の

多
文
化
共
生
」
と
い
う
演
題
で
、
原
め
ぐ

み
先
生
の
講
演
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
平
和
で
安
全

な
国
際
社
会
構
築
の
た
め
、
昭
和
23
年

（
1
9
4
8
年
）
に
、
世
界
人
権
宣
言
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
人
種
・

性
別
・
国
籍
・
出
自
・
信
条
・
政
治
的
意

見
な
ど
の
理
由
に
よ
る
差
別
は
許
さ
れ
な

い
、
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
に
は
、

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。「
Ｐ

Ｐ
Ａ
Ｐ
」
で
ヒ
ッ
ト
し
た
ピ
コ
太
郎
さ
ん

が
、
国
連
本
部
で
替
え
歌
を
披
露
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17
の
目
標
（
①
貧
困

②
飢
餓
③
保
健
④
教
育
⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
⑥

水
・
衛
生
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑧
経
済
成
長
と

雇
用
⑨
イ
ン
フ
ラ
、
産
業
化
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
⑩
不
平
等
⑪
持
続
可
能
な
都
市
⑫

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
⑬
気
候
変
動
⑭

海
洋
資
源
⑮
陸
上
資
源
⑯
平
和
⑰
実
施
手

段
）
を
掲
げ
、
国
際
社
会
共
通
の
目
標
と

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

和
歌
山
県
に
は
県
内
の
総
人
口
の
0
．

69
％
に
あ
た
る
約
6
5
0
0
人
の
外
国

人
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で

す
（
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
時
点
）。

日
本
に
来
ら
れ
た
理
由
も
留
学
・
研
修
・

労
働
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

わ
が
町
、
有
田
川
町
に
も
90
人
弱
の
外

国
か
ら
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
生
活
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
3
分

の
1
が
ベ
ト
ナ
ム
人
、
つ
い
で
中
国
人
、

韓
国
人
と
の
こ
と
で
す
。

今
年
、
入
管
法
が
改
正
さ
れ
、
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
が
拡
大
さ
れ
、
ま
た
来
年

に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

で
、
外
国
の
方
と
接
す
る
機
会
が
ま
す
ま

す
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
日
本
国
内

で
も
、
地
域
が
違
え
ば
、
習
慣
も
文
化
も

変
わ
り
ま
す
。そ
れ
が
世
界
と
も
な
れ
ば
、

習
慣
や
文
化
が
違
っ
て
当
た
り
前
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
？

日
本
の
当
た
り
前
を
押
し
付
け
る
こ
と

な
く
、
ま
た
外
国
の
方
を
一
く
く
り
に
す

る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
に
人
格
が
あ

る
こ
と
を
心
に
と
め
、
過
去
の
歴
史
的
経

緯
に
よ
る
偏
見
や
誤
解
、
差
別
を
い
つ
ま

で
も
引
き
ず
る
の
で
は
な
く
、
言
語
や
宗

教
、
文
化
、
慣
習
の
違
い
を
理
解
し
、
尊

重
し
あ
い
、
お
互
い
の
人
権
に
配
慮
し
た

行
動
を
と
り
、
同
じ
地
域
で
と
も
に
暮
ら

す
仲
間
、同
じ
会
社
で
働
く
仲
間
と
し
て
、

豊
か
で
安
心
し
て
共
生
で
き
る
地
域
・
社

会
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
も
外
国

に
行
け
ば
、
外
国
人
で
す
。
言
葉
が
通
じ

ず
地
理
も
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
時
に
、

優
し
く
声
を
掛
け
て
く
れ
た
ら
、
と
て
も

嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
か
ら
来
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
も
、
そ
ん
な
気
持
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
少
々
、
言
葉
が
通

じ
な
く
と
も
、
笑
顔
で
接
す
る
だ
け
で
、

支
え
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん

な
、
同
じ
地
球
人
で
す
。

最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
皆
の
前
で
発
表
し
ま

し
た
。
同
じ
課
題
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
生
活
支
援
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
色
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
答

え
は
一
つ
で
は
な
い
の
で
す
。
改
め
て
、

4


